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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

年
末
の
新
聞
記
事
に
は
一
年
間

の
⑩
大
ニ
ュ
ー
ス
が
載
せ
ら
れ

る
。
昨
年
の
読
売
新
聞
で
は
、
読

者
が
選
ん
だ
国
内
外
合
わ
せ
て
二

〇
件
の
記
事
の
半
分
は
、
事
件
事

故
に
関
し
て
の
ニ
ュ
ー
ス
で
埋
め

ら
れ
て
心
が
痛
む
。
▼
想
定
外
の

出
来
事
を
振
り
返
る
と
、
自
然
災

害
で
の
被
害
の
大
き
さ
に
尽
き

る
。
東
北
大
震
災
後
の
余
震
と
火

山
の
噴
火
、
大
雨
で
の
土
石
流
災

害
、
都
心
の
大
雪
や
集
中
豪
雨
な

ど
、
気
象
予
知
の
確
立
を
早
急
に

確
立
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。 

▼
国
内
外
の
事
件
事
故
報
道
で

は
、
倫
理
観
の
欠
如
や
惨
た
ん
た

る
状
況
に
言
葉
が
出
な
い
。
相
も

変
わ
ら
ず
戦
闘
が
続
き
、
領
土
奪

取
の
せ
め
ぎ
合
い
は
実
に
情
け
な

い
思
い
だ
。
年
末
の
⑩
大
ニ
ュ
ー

ス
が
平
和
な
心
温
ま
る
記
事
で
報

道
さ
れ
る
よ
う
に
願
う
次
第
だ
。

▼
新
年
に
あ
た
り
一
年
の
抱
負
を

と
、
自
身
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し

て
み
る
。
何
の
事
は
な
い
、
会
社

生
活
に
尽
き
て
き
た
自
分
に
気
付

く
。
改
め
て
、
定
年
退
職
し
た
今
、

個
人
生
活
の
身
近
な
テ
ー
マ
を
設

定
し
な
く
て
は
と
思
い
、
極
々
些

細
な
家
族
の
安
泰
を
と
巡
ら
し
た

正
月
の
誓
い
だ
。 

 
 
(

大
隅) 

 「群馬菱の実会」会員の皆様には平素より大変お世話になっております。 
当社「三菱電機ロジスティクス」(以下ＭＤロジス)は 1958 年に菱電運輸㈱として創立、本年度
で57年目を迎えました。当群馬事業所は群馬製作所の設立に合せ、1959年より群馬製作所構内
にて尾島営業所として営業を開始、1998 年に現在のＭＤロジスに商号を変更し現在も営業をさ
せていただいております。これも群馬製作所、ＭＨＫ、ＯＢの皆様のおかげと感謝いたします。 

当社は物流会社であり、一部の会員の皆様とのお付き合いはありましたが、多くの会員の方は
当社の業務をご存じないかと思います。簡単ではありますが、当社の業務の紹介をさせていただ
きます。 
１．製品の保管業務 

工場から出てきた製品を フォークリフトを使い 引取り、倉庫に搬送して保管。 
２．製品の出荷業務 

営業より出荷指示のかかった製品を倉庫よりトラックに積み込み出荷。 
３．製品輸送業務 

上記製品を運ぶためのトラックを日々配車(東名阪は当日のお昼までオーダーを受付)。 

といった業務になりますが、昨年の雪害によりテント倉庫の大半が倒壊し、外部倉庫等を使っ

た厳しい運営になっております。 
また、震災以降 給湯機の販売台数が減少し、厳しい経営環境が続いておりますが、群馬製作

所、関連会社の皆様とこの困難を乗り越えていきたいと考えておりますので、今後もご指導をい
ただきたく、よろしくお願い申し上げます。 
  

 

 
 三菱電機ロジスティクス（ＭＤロジス）群馬営業所  

 

 

 
※1968 年当時 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/
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祝祝  長長寿寿  
（（  喜喜  寿寿  ））  

 

  

  熊沢  勉 様 太田市新田中江田町 77歳(1938/01/24） 

 町田 孝志 様 太田市下田島町 77歳(1938/01/25） 

 

     ノスタルジア [ 菱電機器 ] によせて（３）   １９４ 岩田尚之 

 ★★★ 雹（ひょう） 雷さま 空っ風 

 雹、あまりにも印象が強かったので仲間に入れていただく。後述の雷の一部。時は６月中
の頃夏とはいえど片田舎、ある日の午後、後にも先にもこんな凄い雹を体験をしたことがな
い。ガラガラバリバリ雷鳴ではない、本館東南の設計室、屋根の上の音と艦砲射撃の如くの
雹の玉で窓ガラスが吹っ飛んでくる音だ、他の人たちとダンボールを持って押えに行くも御
身大切と机椅子とともに部屋の奥へ逃げいる。雹の大きさまさに鶏卵大、形が想像できよう
か、卵のようにスベスベではなくまさに松かさの如き金平糖の親玉。その時自家用の車を持
って通勤していた人は Ｆさんと Ｈさんの二人、幸い屋根に僅かな凹みですんだ。（当時の

車のボディは厚鋼板）しかし、工場の南面全てのガラスと尾島町のお店と人家の南面ガラス
は悉くバラバラ。 
 麦秋、田圃で実る刈取り寸前の麦の穂も悉く打ち首。 

 雷、尾島では御荷鉾の三束(山賊)雨といってゲリラ、一天俄かに掻き曇れば藁を三束束ね 
る間もなく夕闇と紛う程に暗くなり激しい雷雨がくる。上州の雷は男らしい。 
凄い雷さまはピカゴロではない、光より先にバシッだ、大利根寮から観た凄いのは天から降 

りる稲妻と地から上る稲妻が地上数ｍで幾度も衝突した。 
 野良仕事をされていたご婦人の麦わら帽子の鋲に落っこちた不貞の雷公もいた。 

 空っ風、前の雷とカカア天下と合わせてお国名物とはいえそん所そこらの台風より凄い。

冬の終わりから春先にかけて雨上がりに赤城の山に雲がかかったらもう大変、まちは砂の嵐、

尾島（今の南ケ丘）にあった町営住宅では砂埃が天井裏では数ｃｍ積り、廊下も同様で箒ク
リーナーでは手に負えずバケツの水で流したとか。 
 後年、利根川のゴルフ場ではアゲンストの空っ風、手押しのカートは動かないわバンカー 
では目が開けられないわ。この砂塵、小生は勝手に「上州スモッグ」と呼んでした。 
 近年、雷さまも空っ風もずいぶん優しくなったような気がする。 

★★★ 台風 大水 

 菱電機器ができたその年の９月、東海地方は巨大台風に襲われた今に残る伊勢湾台風だ。 
伊勢湾周辺と木曽三川（木曽川 長良川 揖斐川）河口近くの沢山の人が亡くなられ怪我を
され沢山の家が流され壊された。 
 出向者と応援者(事業立上げの短期的支援者)の多くの人が名古屋地区即ち東海地方に所縁 
あるため、急遽、被害調査と災害復旧に向かわれた。腰まで水に浸かりそれはそれは大変だ 

ったと。下名は実家と縁者が少し離れていて風害にはあったものの水害と人災には合わなく 
てすみ太田にいた。 
 伊勢湾台風とは比べものにならないが、菱電機器入社の採用面接試験が同じ年の２月に尾 
島であったと。このときも近くの川（石田川？）の水が出て道路などが通れなく面接に来た 
人たちも東京名古屋からの面接官も大変な思いをしたと聞く。         （つづく） 

 
 

   

◇ パソコンサークルメンバー作成のパソコン川柳全５０首を、幹事（１１名）に審査員
になって投票して頂き、次の通り、大賞１首、優秀賞２首を選定しました。 

・大賞グランプリ「 老人会 パソコンやる人 すぐ役員 」  （千葉  武）（８票） 

・優秀賞    「 パソコンが ダメヨダメダメ 拒否してる 」（篠崎 辰夫） (４票) 
「 パソコンを 毎日開き ボケ防止 」   （森田 昇夫）（４票） 
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【 会員投稿 】 

 
悲惨な戦争を語り継ぐ学習会           森  良雄 

私たちは、太田市遺族会（先の戦争で大切な家族の父や兄弟を失った会）の会員で、特に学習
会のメンバーは全て父を海外で失った人たちで構成しており、約２０名で活動しています。 

 学習会は、市内の小学校内で行っています。理由は、小学校４年生の授業で“ひとつの花”の
中に戦争時代の鉄カブトや防空頭巾の写真が載っていますが、実物を見ていない為、私たちは埼
玉県にある平和資料館（埼玉ピースミュージアム）から写真に載っている実物を借りてきて展示
公開しています。その他に、会員たちの遺品（戦地からの手紙や召集令状・・）と、太田市は中
島飛行機製作所が有った為、標的にされたことを主にＤＶＤでも見せ子供たちに伝えています。 

 学習会が終わった後、子供たちに感想文を書いてもらっていますが、それを見ると、実施して
良かったと思います。ぐんま国際アカデミーでの感想文の一例ですが、「今の日本はせっかく戦

争がなくなった平和の時代に生まれてきていますが、毎日のように殺人や泥棒、テロ等を起こし
ています。私が大人になる頃には殺人やテロのない時代にしていきたいと思います。」といった
感想です。 

 今年度の学習会  ・ぐんま国際アカデミー（７月１５日） ・駒形小学校（１０月７、８日） 

・毛里田小学校（１０月９日） ・宝泉小学校（１１月１１日） ・南小学校（１１月１４日） 

・沢野小学校（１１月８日） ・城西小学校（１１月２６日） ・世良田小学校（１２月２日） 

・鳥之郷小学校（１２月３日） ・韮川小学校（１２月５日） 

“語り継ぐ会からのメッセージ” 

 私たちにとってなによりも大切な家族、その幸を奪う戦争を、たとえどんな理由があっても二
度とふたたび繰り返したくありません 

 人は自分が体験してないことは理解しにくいものです。しかし、武力に頼る戦争の悲しさだけ
はあなたの英知で理解して欲しいのです。 

 この戦争学習会は、大切な家族を亡くした私たちから平和な時代の若者におくるメッセージです。     

                           太田市遺族会 戦争を語り継ぐ会 

 

 

 

 
 



No．２６２（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

２月の囲碁愛好会 
２月９日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

２月の麻雀愛好会 
２/１２（木）２６（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 2/10 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

２月の将棋愛好会  
２月１６日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

第７７回冬季 
グラウンドゴルフ大会 

 ２月２３日（月）９：３０～ 

 （集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費２００円） 

申込み ２月１５日 
高橋勝美（0276-52-0398） 

第７０回ゴルフ愛好会 ４月予定  
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

３月のカラオケ月例会 ３月２日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 2 月 28 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

３月の 
パソコンサークル 

３月２日（月） 

１３：３０～１４：４５ 
労組会議室 ご自由にご参加ください 

３月の幹事会 ３月２日（月）１５：００ 労組会議室  

２月の編集委員会 ２月１６日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

・
本
紙
「
菱
電
機
器
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
」
に
あ
る
雹(

ひ
ょ
う)

は
、
私
も
被
害
者
の
一
人
。
当

時
大
利
根
寮
に
入
っ
て
い
て

帰
る
と
南
面
の
ガ
ラ
ス
が
吹

っ
飛
ん
で
部
屋
中
水
だ
ら
け
。

た
ま
た
ま
？
敷
い
て
お
い
た

布
団
が
ず
ぶ
濡
れ
。
こ
れ
に
は

参
っ
た
。 

・
伊
勢
湾
台
風
も
記
憶
に
新
し

い
。
職
場
が
総
務
か
ら
営
業
に

移
り
名
古
屋
か
ら
来
る
上
司

を
待
っ
て
い
た
が
、
こ
の
台
風

の
影
響
で
着
任
が
遅
れ
暫
く

上
司
不
在
が
続
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。 

・
皆
さ
ん
の
懐
か
し
い
思
い
出

や
体
験
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 
 

（
篠
崎
） 

 

 

 

 

 

  

★ 菱の実会・MHK 菱花会交流イベント 「第一回カラオケ発表会」 参加者募集中 

下記の通り予定しております。希望者はカラオケ愛好会までお申し込み下さい。（２月１０日まで） 

（とき） ３月２１日（土） １２時３０分開場、１３時開演 （ところ） 尾島行政センター多目的ホール 

 


